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A 

①
ゴ
ー
ル
と
の
因
果
関
係
、

②
客
観
的
数
値
、③
実
現
可
能

な
レ
ベ
ル
が
ポ
イ
ン
ト
。

　
K
P
I
と
は
、
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
に

向
け
て
、
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に

実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
測
る
指
標

だ
。
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。
ま
ず
、
そ
れ

が
達
成
さ
れ
れ
ば
K
G
I
が
達
成
さ
れ

る
確
度
が
上
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

「
絶
対
条
件
」
だ
。
よ
っ
て
K
P
I
は

最
終
到
達
点
と
の
因
果
関
係
が
極
め
て

高
い
も
の
で
設
定
す
べ
き
だ
。
中
間
目

標
に
数
値
を
置
く
よ
う
な
単
純
な
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
２
つ

目
は
、
達
成
度
が
わ
か
る
よ
う
に
、
で

き
る
だ
け
数
値
化
で
き
る
客
観
的
な
指

標
に
す
る
こ
と
。【
図
表
６
】
は
二
松

学
舎
大
学
の
K
P
I
の
例
だ
が
、
同
大

学
で
は
、
学
部
ご
と
に
複
数
の
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
校
を
設
定
し
、
K
P
I
に
対
す

る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
校
の
平
均
値
と
自
学

の
実
績
値
の
差
分
を

出
し
て
、結
果
を
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
で
学
内

に
共
有
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
教
職

員
が
自
学
の
状
況
を

俯
瞰
的
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
し
、
計
画

へ
の
参
画
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
３
つ
目
は
、
目
標

値
を
「
努
力
す
れ
ば

実
現
で
き
る
」
レ
ベ

ル
に
す
る
こ
と
。
な

ぜ
な
ら
現
場
の
志
気

は
、
達
成
へ
の
道
筋

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て

こ
そ
、
上
が
る
も
の

だ
か
ら
だ
。
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
校
の
数
値
、

自
学
の
実
績
値
、
行

政
が
示
し
た
基
準
等
を
考
慮
し
て
設
定

し
て
み
よ
う
。
現
場
も
交
え
て
「
自
分

た
ち
が
決
め
た
目
標
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
人
口
減
少
の
中
で
も
社
会
に

と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
、
第
１
志
望
の
学
生
を
増
や

す
こ
と
が
肝
要
だ
。
学
生
募
集
の
指
標

に
は
、
今
後
は
「
第
１
志
望
の
学
生
割

合
」
な
ど
も
加
え
、
そ
の
た
め
の
施
策

に
取
り
組
み
た
い
。

A 

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
し
く

み
づ
く
り
こ
そ
、
中
期
計
画
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
「
教
育
を

常
に
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
教

育
の
質
向
上
を
図
る
し
く
み
の
構
築
」

だ
。
教
育
機
関
で
あ
る
以
上
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
こ
そ
、
大
学
の
中
期
計
画

そ
の
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
を
中
期
計

画
に
盛
り
込
む
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ
る
。

　
１
つ
目
は
「
自
学
で
、
ど
ん
な
人
材

を
育
成
す
る
の
か
」と
い
う
K
G
I（
学

修
目
標
）
を
D
P
か
ら
具
体
的
に
設
定

す
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
そ
の
た
め
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
、
実
施
。
3

つ
目
は
、
学
生
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
各
学
年
で
学
生

自
身
が
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」
を
実
感
で
き
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
す
る
仕
掛
け
づ
く
り
も
大
切
だ
。
こ

れ
ら
を
通
じ
て
教
育
の
質
向
上
を
図
る

し
く
み
を
考
え
る
際
に
参
考
に
な
る
の

が
、
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」だ【
図
表
７
】。

　
な
お
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
P
D
C
A
が

果
た
す
役
割
が
大
き
い
。
総
合
大
学
だ

と
全
学
と
学
部
で
バ
ラ
バ
ラ
な
D
P
に

ど
う
横
串
を
刺
す
か
、
学
長
の
力
量
が

問
わ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
主
管
部
署
が
各

学
部
に
入
っ
て
、
現
場
の
主
体
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

も
求
め
ら
れ
る
。
認
証
評
価
で
も
、
担

当
部
署
は
あ
る
が
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
し
く
み
が
で
き
て
い
な
い
と
指
摘

を
受
け
た
大
学
が
多
い
。
中
期
計
画
策

定
を
機
に
、
実
質
化
を
図
り
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

ど
う
盛
り
込
む
べ
き
か
？

P
D
C
A
を
ど
う
回
す
か
？

Ｑ

　３つのポリシー、IR、学修成果の可視化…etc.。文科省から出

されてきた数々の教育設計施策。これら全てのパーツをつないで

収斂させ、方向性を示したものが、「教学マネジメント指針」です。

そのため、まずは素直にⅠから順に自学の現状を俯瞰することが

肝心です。しかし往々にして、とりあえずⅢの学修成果の可視化

用にアセスメントを導入するケースが多く、その場合、結果を報告

して終了、その後の教育改善に結びつかないことが少なくありま

せん。そもそもDP自体が達成度を測ること前提で作られていな

い、という大学が殆どです。中期計画策定を機に、思い切って見

直す、もしくは、育てたい能力要件を別途策定してみてもよいで

しょう。次に重要なのが、最終的にマネジメントサイクルを機能さ

せるために、各段階で合意形成をすることです。納得感がなくⅢ

に進むと、「自分の科目ではこんな能力は育成していない」という

木村英司

（株）ベネッセi-キャリア
教育事業本部

POINT

客
観
的
な
指
標
を
立
て
、実
現
性
の

あ
る
数
値
を
掲
げ
る
こ
と
が
肝
要

POINT

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＝
「
大
学
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
し
く
み
」

話になり、教育改善の歯車は止まってしまいます。ちなみに教学

マネジメントは学位レベルで回すことが中心に据えられています

が、Ⅱの授業科目・教育課程の編成・実施を行う中で、各教員が

学位のDPの中で何を担うのか自覚しやすくなったり、中には定め

ていてもどの科目でも育成していない能力があることが判明した

りします。このように教学マネジメントは可視化までの過程こそが

重要で、FDの実質化にもつながります。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲが整ったら、エビ

デンスを基にしてFDへの展開、カリキュラム改定などを検討しま

す。「エビデンスを基に施策が決定されていること」や「学修成果

をデータで表し、それを基に教育を改善する文化があること」は、

公表すれば、教育力ブランディングにつながるでしょう。下の図を

よく見ると、授業レベルの歯車が回ることで、学位レベルの歯車

が回り、結果的に大学の歯車が回ることが表現されています。こ

のように教学マネジメントへの取り組みは、大学の教育機関とし

ての持続可能性を高める中期計画の要そのものなのです。

「教学マネジメント指針」を
“自学に落とし込む”ためのコツ

遠回りでもⅠから整えることが一番の早道

教学マネジメント×中期計画
きむらえいじ●2013年（株）ベ
ネッセコーポレーション入社。高
校 教 育 支 援に携わった後 、
2016年より大学の教育改革
支援を担当。教学領域における
PDCA設計支援を多数実施。

Ｑ

【図表6】定量的なKPIを設定し進捗を可視化する～二松学舎大学の例

【図表7】「教学マネジメント指針」概要
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「卒業認定・学位授与の方針」（DP）、「教育課程編成・実施の方針」（CP）、「入学者受け入れの方針」（AP）

学位プログラム共通
の考え方や尺度（ア
セスメントプラン）に
則り、大学教育の成
果を点検・評価。

学長のリーダーシップの下、学位プログラム毎に、以下のような教学マネジメントを確立することが求められる。

教学マネジメントの確立に当たって最も重要なものであり、学修者本位の教育の質の向上を図るための出発点

▶学生の学修目標および卒業生に最低限備わっている能力の保証として機能するよう、ＤＰを具体的かつ明確に設定

▶明確な到達目標を有する個々の授業科目が学位プログラムを支える構造となるよう、体系的・組織的に教育課程を編成
▶授業科目の過不足、各授業科目の相互関係、履修順序や履修要件について検証が必要
▶密度の濃い主体的な学修を可能とする前提として、授業科目の精選・統合のみならず、同時に履修する
　授業科目数の絞り込みが求められる
▶学生・教員の共通理解の基盤や成績評価の基点として、シラバスには適切な項目を盛り込む必要

▶DPに沿った学修者本位の教育を提供するために必要な望ましい教職員像を定義
▶対象者の役職・経験に応じた適切かつ最適なＦＤ・ＳＤを、教育改善活動としても位置付け、組織的かつ体系的に実施
▶教学マネジメントの基礎となる情報収集基盤である教学ＩＲの学内理解や、必要な制度整備・人材育成を促進

「大学全体」
レベル

三つの
方針

Ⅰ 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化

Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施

Ⅳ 
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
基
盤

  
（
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
、教
学
Ｉ
Ｒ
）

「学位プログラム」レベル

社会からの信頼と支援積極的な説明責任

「授業科目」
レベル
ルーブリック、ＧＰＡ、
学修ポートフォリオ

Ⅰ～Ⅴの取り組みを、
大学全体、学位プロ
グラム、授業科目の
それぞれのレベルで
実施しつつ、全体と
して整合性を確保。

＊大学の資料を基に編集部にて作成

＊文部科学省資料を基に作成

シラバス、カリキュラムマップ、カリキュ
ラムツリー、ナンバリング、キャップ制、
週複数回授業、アクティブ・ラーニン
グ、主専攻・副専攻

▶一人一人の学生が自らの学修成果を自覚し、エビデンスと共に説明できるようにするとともに、DPの見直しを含む
教育改善にもつなげていくため、複数の情報を組み合わせて多元的に学修成果・教育成果を把握・可視化
▶大学教育の質保証の根幹、学修成果・教育成果の把握・可視化の前提として成績評価の信頼性を確保

Ⅲ 学修成果・教育成果の把握・可視化

項目の例は
別途整理

▶各大学が学修者本位の観点から教育を充実するうえで、学修成果・教育成果を自発的・積極的に公表していくことが必要
▶地域社会や産業界、大学進学者といった社会からの評価を通じた大学教育の質の向上を図るうえでも情報公表は重要
▶積極的な説明責任を果たすことで、社会からの信頼と支援を得るという好循環の形成が求められる

Ⅴ 情報公表

撮影／荒川潤


